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２ 報 ）

加 陽 子　 元 山 正

目 的　 食 品 分 析 の 領 域 で 薄 層 クロ マト グ ラ フ４　- を 用 い る こ と 力fi多 い が ，1969 年 田 村 ら

は 混 合 け い 光 体 に よ る 薄 層 ク ロ マト グ ラフ４　－ を 発 表し て い る 。 演者 ら は 一昨 年 の 本 総会

に おい て ， こ の 方 法 を 食 品 領m に 利 用 す る こ と を 検 討し,  か ん き つ 類 の 防 カ ビ剤 で あ る ジ

フ ェ ニ ル.      0-フ ェ ニ ル フ ェ ノ ー ル の 検 出 法 に つ いて 報 告し た 。 今 回 は 食 品 の 人 工 甘 味 料 の

定,性 反 応 に つ い て 本 法 の 利 用を 検 討し た の で 報 告 す る 。

方 法　 人 工 甘 味 料 とし て ， サ ッ カ リ ン ナト リ ウ ム ， ズ ル チ ン， サ イ ク ラ ミ ン 酸を 選 び ，

こ れ ら の 溶 液 を ワ コ ― ゲ ルF     M プ レ ート に ス ポ ット し 。 そ の 呈 色 を 調 べ た 。 次 に 展 開 溶 媒

の 検 討 を 行い ， ブ タ ノ ー ル： ア ン モ ニ ア(  9　:   1   )    が 分 離 能 力 の良 い こ と を 知 り,    c れ を

用 い て 定 性 を 行 う こ と と し た 。

検 体 と し て は 市 販 の 菓 子 類 ， 飲 料, つ け 物 を 用 い ， 常 温 で24 時 間 透 析 後,  外 液を 酢 酸エ

チ ル を 用 い て 抽 出し ， そ の濃 縮 液を 検 液 とし た 。

結 果　 サ ッ カ リ ン ナ ト リ ウ ム, ズ ル チ ン は 呈 色 を 示 し 検 出 可 能 であ っ たifl , サ イ ク ラミ

ン 酸 ナト リ ウA  は 呈 色ifl な く 検 出 不 可 能 で あ る こ と を 知 った 。 こ の 方 法 に よ り 菓 子 類 ， 飲

料 に つ い て の 人 工 甘 味 料 の 検 出 を 行 っ た 結 果 ， だ菓 子 類 から は サ ッ カ リ ン ナ ト リ ウ ム が検

出 さｰれ る 例 が多 か っ た 。し かし つ け 物 お よ び 飲 料 の 一 部 に つ い て は ， 目 的 以 外 の は ん 点 を

示 すも の が あ り,.    こ れ に つ い･で は　 色 調,      R(値 の 違 い に よ り 区 別 す る こ と が 出 来 た 。
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